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序章
清盛
の
死
に
中世
を
読
み
解
くということ
日本
における
宗教
の
信者数
は
、
一億九千万人余
り
（
文化庁
・
宗教統計
）
と
、
人口
のおよそ
二
倍
になって
おり
、
統計
の
上
で
は
信仰心篤
い
国民
だが
、
世界価値観調査
（
W
V
S
）
では
、 「
無宗教
派
＝
六三
・
五
％」 （
二〇〇五年
）
と
、
一見
矛盾
する
結果
となっている
。
こうした
結果
については
、
明治維新
とともに
積極的
に
受容
さ
れ
た
近代思想
や
、
戦後民主主
義
による
個人主義
の
拡大
に
求
められがちだが
、
明治六年
（
一八七三
）
に
来日
したイギリス
人
の
日本研究家
バジル・ホール・チェンバレンの
著述
や
、
日本
に
初
めてキリスト
教
を
伝
えたフラン
シスコ・ザビエルの
手紙
などから
、
決
して
現代的
な
問題
ではないことが
分
かる
。
山川草木
にもカミを
感
じ
取
る
日本人
の
祈
り
観
は
、
人類共通
の
本能的
な
信仰
を
今
にとどめて
いるともいえるが
、
平安貴族
は
神祇
・
仏教
・
陰陽道
など
複数
の
宗教
と
関
わり がら
、
その
時々
の
必要
に
応
じて
有効
なカミを
選択
し
て
きた
。
とりわけ
源信
の
『
往生要集
』
を
契機
に
、
十二世紀
に
全盛期
を
迎
えた
浄土
教
信仰
は
、
古代的
な
一元的世界観
を
、
彼岸
と
此岸
という
二重構造
に
変
えて
、
現代
に
至
る
日本人
の
「
心
」
の
源流
となった
。
こうした
浄土教
信仰
については
、
先学
の
優
れた
成果
によって
、
その
定着
に
至
る
過程
などの
詳細
が
明
ら
かにされ
てきた
ところである
。
ただ
、
これまでの
研究
の
多
くは
、
宗学的観点
に
力点
が
置
かれ
、
思想
の
大転換
の
時代
を
生
きた
人々
の
信仰
の
姿
は
なかなか
見
えてはこない
。
本研究
は
、
鎌倉時代
から
室町
にかけて
形成
された
『
平家物語
』
諸本
など
に
描
かれた
清盛
の
死
を
手
がかりに
、
日本
人
の
「
心
」
の
画期
であり
、
史上
最大
の
「
不安
の
時代
」
であった
「
末法
」
を
生
きた
人々
の
「
カミ
」
信仰
の
実像
を
明
らかにする
試
みである
。
第一章
龍宮城
から
見
た
『
平家物語
』
成立
の
時代
仙境
から
畜生道
に
堕
ちた
「
龍
宮城
」
本章
では
、 『
平家物語
』
諸本
に
描
かれた
龍宮城
を
糸口
に
、
それぞれの
諸本
が
書写
された
時代
の
往生観
、
さらには
、
中世初期
という
激動
の
時代
に
翻弄
されながらも
、
着実
に
定着
していっ
2浄土教思想
の
足跡
の
一端
を
探
る
。
「
龍宮城
」
は
、『
日本書紀
』
の
「
海幸
・
山幸
」
神話
にまで
遡
る
ことができる
海神
の
宮殿
で
、
のちの
「
浦島太郎
」
伝説
に
描
かれ
る
よう
に
苦
しみとは
無縁
の
「
仙境
」
であ
る
。『
平家物語
』
伝
本
のひとつ
『
源平盛衰記
』
巻第十一
の
「
経俊布引
きの
滝
に
入
る
事
」
では
、
平重盛
の
家臣
難波六
郎経俊
が
、「
布引
きの
滝
」
の
滝壺
の
底
に
、
美
しい
四季
の
景色
に
囲
まれた
龍
宮城
を
発見
するが
、
この
世
と
地
つづきの
楽園
ではあ
りながら
、
他者
を
容易
には
受
け
入
れない
秘境
であった
。
さらに
、『
源平盛衰記
』
巻第四十八
の
「
女院六道廻
り
物語
の
事
」
では
、
建礼門院
（
平徳子
）
の
夢
の
中
で
、
龍宮城
は
仏教
世界
の
畜生道
に
属
する
異界
と
位置
づけられ
てい
る
。
難行苦行
から
易行
に
代
わる
供養
『
源平盛衰記
』
は
、
延慶本
や
長門本
とともに
読
み
本系
に
位置
づけられ
、
その
成立
は
十四世紀
前半
の
南北朝
のころとするのが
通説
である
。
しかし
、『
源平盛衰記
』
に
は
、 『
平家物語
』
の
他
の
伝本
では
触
れ
てい
ない
後鳥羽院
や
順徳院
の
践祚
のこと
、
また
践祚
の
璽しるし
となる
宝剣
の
こと
につ
いて
詳述
して
おり
、
十三世紀中期
に
は
、
その
元型
が
成立
したと
考
えられるのである
。
従
って
、
その
奥書
から
延慶二年
（
一三〇九
）
ころ
に
書写
されたと
推定
され
る
延慶本
とはおよ
そ
七〇年
、
応安四年
（
一三七一
）
に
成立
したことが
明
らかな
覚一本
と
の
間
には
、
およそ
一〇〇
年
の
時代差
がある
。
こうした
時代差
をひとつのスケール
（
物差
し
）
として
、
畜生界
の
龍宮城
に
堕
ちた
二位尼
や
知
盛
から
救済
を
求
められた
建礼門院
が
、
いかに
供養
したかを
諸本
に
比較
する
と
、
興味深
い
思想
の
変遷
が
見
えてくるのである
。
十三世紀中期
に
取材
した
『
源平盛衰記
』
では
、 「
雪
の
朝寒
い
時
にも
、
峯
に
登
って
花
を
摘
み
、
嵐
が
激
しい
夕
べにも
、
谷
に
下
って
水
を
汲
む
。
難行苦行
の
日
が
重
なり
、
お
経
の
転読
や
念仏
の
功
が
積
もって
、
仏
に
祈
り
申
しました
」
と
、
死者
に
代
わって
遺族
である
建礼門院
が
、
厳
しい
戒律生活
を
重
ねることで
、 「
龍
という
畜生
の
身体
を
改
めて
、
浄土
、
菩提
に
至
っただろう
」
と
死者
の
救済
を
確信
する
。
これが
十四世紀初頭
に
成立
した
延慶本
では
、
日々
「
法花経
をよみ
、
弥陀
の
宝号
を
唱
て
訪とぶらひ
候
へば
、
さりとも
一業
はなどか
免まぬかれ
ざらむと
憑たのも
しくこそ
侍
れ
」
と
、 『
法華経
』
と
「
弥陀
の
宝
号
」
の
功徳
を
讃
える
易行
に
代
わり
、
さらに
応安四
年
（
一三七一
）
成立
の
覚一本
では
、 「
経
を
よみ
、
念仏
して
、
彼御菩提
をとぶらひ
奉
る
」
と
、『
法華経
』
も
「
阿弥陀
の
宝号
」
も
、
あえて
記
すまでもないほど
広
く
認知
され
、
すべて
の
人
がそれらの
功徳
に
よって
往生
を
確信
していた
ことが
推測
される
。
つまり
、 「
専修念仏
」
などの
新
しい
思想
が
広
く
定着
する
過程
が
、
それぞ
3れの
諸本
に
反映
され
た
結果
を
読
み
取
る
ことができる
のである
。
第二章
清盛
の
遺言
末法
極
まる
清盛
の
時代
平清盛
の
遺言
は
、 「
われいかにもなりなん
後
は
、
堂塔
をも
立
て
孝養
をもすべからず
」 、 「
頼朝
が
首
をはねて
、
わが かのまへに
懸
くべし
」
という
部分
が
注目
され
、
先学
の
多
くは
、
武士
の
時
代
を
拓
いた
清盛
にふさわし
い
「
猛
き
人
」
の
証
と
捉
え
、
今日
では
これが
定説化
している
。
しか
し
、
古態
をとどめる
延慶本
と
長門本
には
、 「
頼朝追討
の
志
を
先
とすべし
、
仏経供養
の
沙汰
に
及
ぶべからず
」
との
一文
が
記
されている
。
本
章
で
は
、
延慶本
と
長門本
だけに
あ
る
この
一文
が
、
なぜ
覚一本
などでは
姿
を
消
したのか
、
清
盛
が
本当
に
残
したかった
遺言
と
は
何
だったの
かという
問題
を
、
第一
章
で
確認
した
『
平家物語
』
諸本
間
の
時代
差
の
スケールに
照
らしながら
検証
する
。
清盛
が
生
きた
平安末期
は
、
都
を
舞台
に
骨肉相食
む
保元
・
平治
の
戦乱
（
一一五六
・
一一五九
）
が
起
こり
、
白山事件
（
一一七七
）
などの
度重
なる
強訴
によって
、
王法
と
仏法
との
深刻
な
対立
が
表面化
した
時代
であ
った
。
また
清盛
にとっては
、
嫡孫
・
維盛軍
が
「
富士川
の
戦
い
」
で
敗北
して
以降
、
関東
から
東海地方
にかけての
大半
が
、
頼朝
の
勢力圏
となる
深刻
な
事態
に
直面
していた
。
さらに
、
都
の
三分
の
一
を
消失
する
「
安元
の
大火
」（
太郎焼亡
・
一一七七
）
や
、
四万人
を
超
え
る
死者
を
出
した
「
養和
の
飢饉
」（
一一八一
）、
さらには
大
地震
や
彗星
の
飛来
（
一一七九
）
などで
社会
不安
は
極
まり
、
人々
の
間
には
末法
が
強
く
意識
され
るとともに
、
極楽浄土
への
往生
が
切望
さ
た
。
こうした
時代
の
潮流
は
、
例外
なく
武家
の
棟梁
で
ある
清盛
を
も
飲
み
込
んで
いた
。
厳島神社
へ
の
『
平家納経
』
の
奉納
や
、
輪田岬
における
千僧供養
など
は
、
清盛
が
往生
を
切実
に
願
った
証
であ
るが
、
いつの
時代
も
、 「
厭離穢土
・
欣求浄土
」
に
思
いを
募
らせて
諸善萬行
を
修
しても
、
極楽往
生
の
確信
を
得
ることは
難
しい
。
こうした
苦悩
に
応
えたのが
、
法然
による
新
しい
浄土
の
教
え
「
専
修念仏
」
である
。
阿弥陀
の
浄土
に
往生
したいと
願
い
、
一心
に
阿弥陀
の
名号
を
念
じて
、
仏
の
慈悲
にすがる
「
専修念仏
」
こそが
、
阿弥陀
が
選択
した
行
であって
、
これ
以外
の
諸行
は
無意味
である
と
法然
は
断言
した
。
悉皆
往生
の
時代
法然
の
教
えは
、
旧仏教側
から
は
仏教本来
の
教
えを
逸脱
しているとの
批判
を
招
き
、 「
承元
の
法
難
」（
一二〇七
）
や
「
嘉禄
の
法難
」（
一二二七
）
に
晒
されながら
も
、
日本各地
で
着実
に
根付
いて
4いった
。
こうした
道程
は
、
鎌倉初期
の
一二四〇年
ころに
元型
となる
「
原平家
」
が
成立
し
、
時代
の
関心
事
や
思想
を
織
り
込
みながら
増補改編
を
繰
り
返
して
、
多
くの
『
平家物語
』
諸本
が
成立
した
道程
と
も
重
なっている
。
例
えば
、
延慶本
・
巻一
「
義王義女
の
事
」
と
覚一本
・
巻第一
「
祇王
」 、
延慶本
・
巻六
の
「
太政
入道
、
慈恵僧正
の
再誕
の
事
」
と
覚一本
の
「
慈心房
」 、
延慶本
・
巻十二
「
法皇小原
へ
行幸成
る
事
」
と
覚一本
・
灌頂巻
「
大原御幸
」
など
の
間
には
、
成立年代
の
違
い
による
専修念仏
の
受容
の
差
など
が
読
み
取
れる
。
日本
に
移入
された
仏教
は
、
その
土着化
・
民衆化
の
過程
で
、
人々
の
心身
を
浄化
する
滅罪
の
機能
を
担
い
、
当初
は
薬師如来
や
観音菩薩
が
信仰
を
集
め
、
平安時代
に
は
怨霊
などの
悪霊
の
浄化
の
方
法論
として
歓迎
され
、 「
輪廻転生
」
と
「
追善廻向
（
供養
） 」
という
教義
が
大
きな
役割
を
果
すよう
になった
。
そして
平安時代末
期
になると
、
阿弥陀
の
名号
を
念
じて
、
仏
の
慈悲
にすがるだけで
極
楽往生
が
約束
される
「
専修念仏
」
が
登場
して
、
当時
の
人々
の
光明
とな
った
。
こうした
時代
の
中
で
、
清盛
ひとりが
堕獄
をも
恐
れず
往生
を
拒絶
した するのは
、
現代
から
の
眼差
しであるといわざるをえない
。
清盛
の
真
の
遺言
は
、
延慶本
と
長門本
にいう
「
頼朝追討
の
志
を
先
とすべし
、
仏経供養
の
沙汰
に
及
ぶべからず
」
と
、
頼朝
の
追討
が
成就
するまで
供養
の
必要
はないと
、
一時
、
供養
を
停止
する
条件
であった
のである
。
浄土宗
などの
新
しい
思想
が
開花
した
鎌倉時代
は
、
すべての
人
が
易行
によって
極楽往生
を
約
束
される
時代
と
なり
、
人々
の
地獄
の
恐怖
は
薄
らいでい
っ
た
。
こうしたダイナミックな
思想
の
転換
は
、『
平家物語
』
諸本
にも
敏感
に
反映
され
、
遂
には
遺族
らの
追善
を
待
つまでもなく
、
清盛
は
絶命
とともに
往生
したことを
疑
わない
往生観
の
定着
の
中
で
、
供養
停止
の
条件
は
存在意義
を
失
い
、
成立年代
の
新
しい
覚一本
などから
姿
を
消
していった
と
解
される
のである
。
第三章
清盛
の
死因
清盛
の
野望
をひらいた
策略家邦綱
平清盛
は
、
想像
を
絶
する
高熱
に
襲
われて
、
治承
五
年
（
一一八一
）
の
春
に
薨去
した
。 「
治承三
年
の
クーデター
」
で
、
清盛
は
後白河院政
を
武力
で
停止
し
、
翌年
には
傀儡
政権
・
高倉院政
を
実現
したが
、
それも
束
の
間
、
一
年足
らずで
高倉院
は
崩御
し
、
後白河院政
が
復活
した
直後
の
清盛
の
死
であっ
。
清盛
の
死因
については
、
これまで
文学
や
医学
の
分野
で
様々
に
論
じられ
、
マラリアや
脳血管
5障害
、
あるいは
風邪
をこじらした
末
の
肺炎
や
髄膜炎
などと
診立
てられてきた
。
本章
では
、
延慶本
・
第三本
（
巻六
） 「
五条大納言邦綱卿死去
の
事
」
にある
「
大政入道
とせめ
て
志
の
深
きにや
、
同日
に
病付
きて
、
同月
に
遂
に
失
せ
給
ひぬ
。
哀
れなりける
契
りかなとぞ
人申
し
ける
」
と
の
件
に
着目
して
、
清盛
の
腹心
として
辣腕
を
振
った
藤原邦綱
が
、
清盛
と
相前後
して
死
ん
でいった
必然
や
、
その
具体的
な
死因
、
時代
の
画期
に
潜
む
思想
の
分岐点
など
を
明
らかに
した
。
藤原邦綱
は
、
普通
ならば
高位
への
昇進
を
望
むべくもない
家柄
だったが
、
仁平三年
（
一一五
三
）
六月
、
四条内裏
で
発生
した
火災
から
近衛天皇
を
救出
したことを
契機
に
、
関白藤原忠通
の
家
司
とな
った
。『
愚管抄
』
に
は
、 「
邦綱
とて
法性寺殿
（
忠通
）
のちかごろ
左右
なき
者
」
と
、
並
ぶ
者
のない
忠通
の
側近
であ
った
こ
と
を
記
し
てい
る
。
忠通
の
死後
は
、
清盛
に
取
り
入
って
、
清盛
をして
「
現世
の
得意
、
此
の
人
に
過
ぎたる
人有
る
ま
じ
」
と
、
この
世
で
心
が
通
い
合
う
友人
は
、
邦綱
が
一番
であるとまでいわしめ
、
子息清邦
を
清盛
の
養子
にしたり
、
娘輔子
を
重衡
の
正室
にしたりと
、
平氏
との
関係
を
深
めていった
。
永万二年
（
一一六六
）
七月
、
清盛
の
娘盛子
の
夫
で
摂政
の
藤原
基実
が
二十四歳
でこの
世
を
去
る
と
、
嫡男基通
が
幼少
だったために
、
後継
は
異母弟
の
基房
と
決
まった
。
邦綱
は
、
いずれ
忠通
の
嫡
流
である
基通
に
摂関家
を
取
り
戻
すための
伏線
として
、
摂関家
の
主要
な
財産
を
盛子
の
管理
とす
る
「
摂関家領押領事件
」
を
画策
した
。
清盛
・
邦綱
の
夢
を
打
ち
砕
いた
溶連菌
仁安三年
（
一一六八
）
に
憲仁親王
が
高倉天皇
として
即位
すると
、
岳父清盛
の
宮廷内
における
一大
勢力
が
形成
され
、
後白河法皇
との
協調関係
に
亀裂
が
生
じ
、
平氏打倒
の
謀議
「
鹿
ケ
谷事件
」
（
一一七七
）
で
、
二人
の
対立
は
表面化
し
た
。
治承三年
（
一一七九
）
十一月
には
、
清盛
が
力
によ
って
後白河院政
を
停止
する
「
治承三年
の
クーデター
」
に
発展
し
、
その
結果
、
関白基房
は
解任
さ
れ
、
後任
には
基通
が
、
中納言
・
大納言
の
職
を
飛
び
越
えて
任命
され
、
邦綱
の
宿願
は
叶
えられた
。
また
、
安徳天皇
の
践祚
（
一一八〇
）
によって
平氏
の
傀儡
である
高倉院政
が
実現
し
、
清盛
の
夢
も
大
きく
前進
したかに
見
えた
。
しかし
、
早
くも
治承四年十二月
には
、
高倉上皇
は
病床
に
臥
し
、
後白河院政
の
復活
が
懸念
され
る
事態
となった
。
そんな
折
、『
玉葉
』
治承五年正月十三日条
が
、
高倉院
が
崩御
したら
、
徳子
を
後白河法皇
の
後宮
に
納
めるという
噂
を
記
すなど
、
邦綱
の
画策
と
思
われる
奇策
が
度重
なった
。
治承五年正月
十四日
、
高倉上皇
が
崩御
し
、
清盛
と
邦綱
が
一番懸念
していた
後白河院政
が
復
活
し
、
清盛
と
邦綱
にとって
、
また
平氏一門
と
摂関家
にとって
、
再
び
苦難
の
時代
を
迎
えることに
なった
が
、
それも
束
の
間
のこと
、
二
月下旬
には
清盛
と
邦綱
はそろって
溶連菌感染症
に
倒
れた
6のであった
。
感染
ルートは
様々
に
考
えられるが
、
清盛
の
周辺
には
他
に
感染
の
記録
がないこと
から
、
病原菌
は
外
から
持
ち
込
まれた
可能性
が
高
い
。
さらに
、
外部
の
人間
で
、
飛沫感染
の
恐
れが
ある
一
、
二
メートルの
距離
で
話
し
合
える
、
というよりも
、
話
す
必要
があった
人物
は
邦綱
をおい
てほかにない
。
同時期
に
発病
し
、
相前後
して
死
んでいった
清盛
と
邦綱
の
人生
は
、
歴史物語
としても
非常
に
興味深
い
が
、
功徳
を
積
んで
「
現世安穏
、
後生善処
」
を
願
った
清盛
と
、
法然
を
善知識
として
新
た
な
浄土思想
に
来世
を
託
した
邦綱
の
往生観
の
異
い
は
、
古代
と
中世
の
思想的分水嶺
を
顕著
に
示
し
ている
のである
。
第四章
清盛
の
墓所
迷走
する
清盛
の
墓所
『
平家物語
』
延慶本
には
、 「
七日
、
六波羅
にて
焼
き
上
げ
、
骨
をば
円実法印
が
頸
にかけて
、
福
原
へ
取
りて
納
めけり
」
と
記
されているが
、
旧都
「
福原
」
の
何処
に
納骨
したのか
、
その
墓所
につ
いては
明
らかにしていない
。
古
くは
、
弘安九年
（
一二八六
）
に
西勝園寺
（
北条
）
貞時
が
八棟寺
跡
に
建立
した
十三重塔
「
平相国清盛公塔
」
が
墓所
と
信
じられてきた
。
しかし
、
大正十二年
（
一九二三
）、
この
公塔
が
道路拡張工事
に
伴
って
移動
した
際
、 「
古
くこの
地
に
古墳
が
存
したことが
確認
されると
共
に
、
ここ
清盛
の
納骨
の
地
で
ないことも
判明
した
」
との
調査報告
がなされ
、
永年
の
伝説
は
白紙
に
帰
した
。
その
後
、
注目
されるようになったのが
、 『
吾妻鏡
』
の
「
播磨国山田
の
法花堂
」
に
納骨
せよと
の
清盛自身
の
遺言
であるが
、
明治以降
における
神戸市
の
急速
な
発展
は
、
遺構
や
遺跡
の
消滅
に
拍車
をかけ
、
法華堂探
しは
足踏
みを
続
けてきた
。
ようやく
戦後
になって
、
清盛
の
墓所
につい の
斬新
な
研究
が
展開
されるようになった
。
昭
和五十三年
（
一九七八
）
刊行
の
角田文衛
の
『
平家後抄
』
では
、
山陽電鉄
の
東垂水駅
の
北五〇〇
メートルばかりの
「
神戸市垂水区東垂水町山田
」
を
、
その
地
と
推定
した
。
また
、
熱田公
は
、
昭
和五十六年
に
刊行
された
『
宝塚市史
・
第八巻
』
所収
の
「 『
冥途蘇生記
』
と
『
平家物語
』 」
の
中
で
、
「
遺言
によって
山田荘
（
神戸市北区
）
の
法華堂
に
収
めた
」
と
、
丹生神社
のある
神戸市北区山田
町
をその
地
とした
。
その
後
、
高橋昌明
は
、
平成十九年
（
二〇〇七
）
刊行
の
『
平清盛
H
｣ 福原
の
夢
』
の
中
で
、
現在
の
神戸市垂水区舞子
の
高台
と
推定
したが
、
いずれも
決定打
を
欠
けた
。
本章
では
、
これまでの
文学
や
歴史学
分野
の
成果
に
思想史的
な
考察
を
加
えるとともに
、
地震
学
や
砂防学
の
研究成果
にも
着目
しながら
、 『
吾妻鏡
』
が
伝
える
清盛
の
墓所
「
播磨国山田
の
法華
7堂
」
を
多角的
に
検証
し
、
その
位置
の
特定
を
試
み
た
。
清盛
は
舞子丘陵
の
頂
に
眠
る
清盛
の
墓所探
しは
、
一種
の
遺骨探
し
の
様相
を
呈
し
、
公塔
の
発掘調査
を
受
けて
八棟寺
を
除外
してしまったが
、『
平家物語
』
の
延慶本
・
巻七
「
平家福原
に
一夜宿
る
事
」
や
長門本
（
無題
）
に
記
された
都落
ちした
平氏一行
の
墓参
の
記述
から
、
円実法印
が
遺骨
を
納
めた
地
は
、
八棟寺
と
考
えるのが
最
も
合理的
であることが
わかる
。
ただ
、
福原
の
旧里
に
一夜
を
過
ごした
一行
は
、
旅立
ちに
際
して
「
平家
の
跡
とて
源氏
にみすな
」
と
、
御所
などに
火
をかけたと
も
あり
、
そんな
放棄地
に
霊魂
の
依
り
代
である
遺骨
を
置
き
去
りに
することは
考
えられ
ない
。
従
って
、
遺骨
は
八棟寺
から
持
ち
出
され
、
以後
しばらくの
間
は
一門
と
ともに
迷走
の
旅
に
出
た
と
解
す
べきである
。
これを
裏付
けるのが
、 『
吾妻鏡
』
や
『
源平盛衰記
』
に
記
された
一
ノ
谷
に
おける
清盛
の
三回忌
（
現代
の
三周忌
）
の
記述
である
。
当時
の
人々
は
遺骨
には
一定
の
期間霊魂
がとどま
と
考
え
て
おり
、
八棟寺
から
持
ち
出
された
遺骨
を
前
に
法要
が
営
まれた
はずである
。
また
、
この
時代
には
、
三周忌
などの
年忌
を
契機
に
聖地
や
霊場
に
納骨
する
風習
が
盛
んに
なっ
ていた
。
従
って
、
遺骨
は
八棟寺
から
一
ノ
谷
を
経
て
「
播磨国山田
」
の
霊場
に
納
められた
と
考
える
のが
順当
であ
ろう
。
「
播磨国山田
」
は
、
現在
の
兵庫県南西部
にあたり
、
清盛
の
時代
には
平氏一門
の
領地
であっ
た
。
当時
の
山田荘
に
霊場
を
求
めると
、
清和天皇
の
勅命
によって
慈覚大師円仁
が
建立
したとい
う
多聞寺
のみであった
。
しかし
、
現在
の
多聞寺
は
山田川沿
い
の
平
野
部
に
寺
里
を
構成
する
中世
後期
の
佇
まいで
、
山
間
修行
が
奨励
され
ていた
平安
時代
のものとは
異
なってい
る
が
、
多聞寺
に
は
創建当時
まで
遡
る
寺伝
は
残
っていない
。
ただ
、
明治四十四年
（
一九一一
）
に
刊行
された
地誌
『
西摂大観
・
郡部
』
の
多聞寺
の
項
に
、
創
建当時
は
「
小山
の
尖端
に
倚
り
伽藍
を
構
へたり
」
とあ
り
、
創建
から
「
百二十余年
を
過
ぎ
、
天災
の
為
め
堂宇悉
く
烏有
に
帰
せしも
、
幸
に
本尊毘沙門天
は
、
村端今
の
毘沙門塚
の
處
に
遁
れたまへり
」
と
記
されている
のである
。
この
毘沙門塚
は
、
現在
の
舞子
墓園
（
垂水区舞子陵
）
の
中央広場
に
今
も
立
っており
、
創建時
の
多聞寺
は
舞子丘陵
の
頂上付近
、
毘沙門塚小公園
の
近
くにあったのではないかと
想像
され
る
。
明治
十九年
（
一八八六
）
の
地形図
には
、
丘陵
の
頂付近
と
舞子墓園内
の
毘沙門塚
を
直線
で
結
んだ
中間
に
幅
百
メートル
、
高
さ
十
メートルの
土砂崩
れの
痕跡
があり
、『
西摂大観
・
郡部
』
の
天災
の
記述
との
関連
が
想起
される
。
8これまで
「
播磨国山田
の
法華堂
」
探
しが
難航
した
理由
の
ひとつ
に
、 『
平家物語
』
延慶本
や
長
門本
に
記
された
「
初音尋
ぬる
山田御所
」
と
、 『
高倉院厳島御幸記
』
の
「
播磨
の
国山田
といふと
ころに
、
昼
の
御設
けあり
」
との
、
ふたつの
「
山田
」
を
、
同
じ
場所
と
考
えて
しまった
ことが
挙
げ
られる
。
しかし
、
菩提寺
の
八棟寺
を
放棄
しなければならなかった
平氏一門
が
、
別荘
に
設
けた
法華堂
に
改
めて
納骨
するとは
考
え
難
く
、
当時盛
んになりはじめた
篤
い
供養
の
風習
から
考
えても
、
読
経
が
響
きわたる
寺院
の
奥
の
院
などの
霊場
に
納骨
したと
考
えるべきであ
ろう
。
第五章
慈恵
に
生
まれ
変
わった
清盛
天台仏法
の
護持者
延慶本
は
、
清盛
の
立志伝
と
、
権力
を
手中
に
納
めた
後
の
悪逆非道
ぶりを
描
き
、
最期
の
熱病
によ
る
地獄
の
苦
しみ
や
、
罪深
い
遺言
についても
冷徹
に
描
いているが
、
続
く
「
大政入道慈恵僧正
の
再
誕
の
事
」
では
、「
抑そもそ
も
、
入道
、
最後
の
病
の
有様
はうたてくして
悪人
とこそ
思
へども
、
実まこと
には
慈恵大師
の
御真
なりといへり
」
と
、
臨終
を
境
に
筆致
は
一転
する
。
この
「
慈恵再誕説話
」
は
、 『
平家物語
』
諸本
の
中
で
、
長門本
と
南都本
には
収
められていない
が
、
多
くは
延慶本
の
「
太政入道慈恵僧正
の
再誕
の
事
」
や
、
覚一本
の
「
慈心房
」
のように
独立
し
た
章段
で
、
清盛他界
の
直後
に
配
され
、 「
太政入道経島突給
ふ
事
」（
覚一本
では
「
築島
」 ）
と
、「
太
政入道白河院
の
御子
なる
事
」（
覚一本
では
「
祇園女御
」 ）
の
二
つの
説話
とともに
、 「
清盛追悼話
群
」
として
、
清盛
の
再評価
の
一角
をなしている
。
清盛
が
慈恵大師
の
再誕
であるとする
説話
は
、
摂津国清澄寺
の
慈心房尊恵
が
、
承安二年
（
一一
七二
）
十二月二十六日
、
閻魔庁
で
行
われた
十万僧会
に
崛請
された
際
、 「
件
の
入道
（
浄海
＝
清盛
）
はただ
人
にあらず
、
慈恵僧正
の
化身
、
天台
の
仏法護持
の
為
に
日本
に
再誕
せる
人也
」（
延慶本
）
と
、
閻魔大王
から
聞
かされ
たとされる
。
日本
における
生
まれ
変
わ
り
説話
の
多
くは
、
聖徳太子
が
中国天台宗
の
高僧慧思
の
、
最澄
は
慧
思
の
弟子天台智顗
の
、
弘法大師
は
聖徳太子
の
、
それぞれ
生
まれ
変
わりとするように
、
後身
の
権
威
づけが
意図
され
るのが
一般的
である
。
本章
では
、
天台
の
中興
の
祖
とされる
慈恵
が
、
どんな
因果
で
悪逆非道
の
武将
として
描
かれた
清盛
に
生
まれ
変
わ
った か
。
そして
、
その
目的
は
何処
にあ
ったのかを
考察
する
。
天台
の
中世化
と
慈恵信仰
『
平家物語
』
の
源
となる
「
原平家
」
が
成立
した
鎌倉初期
（
一二四〇年
ころ
）
は
、
源平
の
争乱
9や
承久
の
乱
で
死
んでいった
人々
の
鎮魂
が
世
の
安寧
に
欠
かせないという
機運
が
高
まった
時代
で
あった
。
渡辺瑞麿
は
、 「
慈心房説話
」
は
、
天台座主
の
慈円
が
戦没者
の
鎮魂
のために
建立
した
大懺法院
や
法会
の
勧進
を
呼
びかける
聖
の
話
から
生
まれたと
推測
する
。
慈円
は
、
勧進活動
の
陰
の
指導者
であり
「
一芸
あるもの
」
が
数多
く
身
をよせていたらしく
、
その
中
の
一人
であった
信濃
前司行長
が
、
鎮魂歌
として
『
平家物語
』
を
著
わしたとの
仮説
をもって
、 『
平家物語
』
と
「
慈心房説話
」
との
関連
を
示唆
している
。
慈恵
と
清盛
を
結
びつける
類似
点
について
は
、
⑴
「
破格
の
栄達
」、
⑵
「
皇胤説
」、
⑶
「
神聖
な
武
力行使
」 、
⑷
「
善悪同体
」 、
⑸
「
天台仏法護持
」
など
を
挙
げ
ることができ
、
こうした
共通
の
イメ
ージが
重
なって
、 『
平家物語
』
の
成立
や
慈恵信仰
の
興隆
とともに
、
生
まれ
変
わり
伝説
に
発展
し
た
と
考
えられる
。
なかでも
、
比叡山
の
「
中興
の
祖
」
と
いわれ
、
慈覚
門徒
の
権力的
シンボルとされ
た
慈恵
と
、
僧
兵
の
強訴
などに
苦慮
していた
後白河
院
が
発
した
延暦寺
攻撃
の
院宣
を
「
治承三年
のクーデター
」
で
食
い
止
めた
清盛
とは
、
ともに
天台仏法
の
危機
を
救
った
「
天台仏法
護持
者
」
であったことは
間
違
いない
。
あえて
閻魔王
の
言葉
を
借
りて
、『
平家物語
』
は
清盛
が
「
天台
の
仏法護持
の
為
に
日本
に
再誕
せ
る
」
と
述
べ
た
背景
に
は
、「
原平家
」
が
成立
した
鎌倉初期
に
も
「
天台
の
危機
」
があった
ことを
示
唆
している
。
それは
新
たな
仏教思想
の
台頭
であり
、
これらに
対抗
できる
比叡山
の
中世化
に
他
ならな
い
。
それまでは
高貴
な
人々
のために
機能
していた
仏法
が
、
広
く
衆生
の
信仰
を
集
める
ためには
、
人々
が
最
も
関心
を
抱
いていた
極楽往生
を
叶
えてくれる
機能
の
充実
であり
、
比叡山随一
の
霊威
を
誇
った
「
ヒトガミ
」
慈恵
に
対
する
信仰
に
、
新時代
の
天台仏法護持
が
託
されたのである
。
第六章
「
ヒトガ
ミ
」
になった
清盛
「
ヒトガミ
」
清盛
の
誕生
へ
京都市東山区
の
六波羅蜜寺
の
宝物館
には
、
二度
の
外遊
を
果
たした
稀有
の
肖像
彫刻
「
伝
・
平清
盛坐像
」
が
展示
されている
。
一度目
は
、
昭和十四年
（
一九三九
）
二月八日
から
一
か
月間
、
ベル
リンで
開催
された
「
日本古美術展
」 、
二度目
は
昭和四十二年
（
一九六七
）
のカナダ・モントリ
オール
万国博覧会
である
。
「
伝
・
平清盛坐像
」
は
、
剃髪
した
僧形
の
坐像
で
、
出家
して
浄海
と
号
した
清盛
の
晩年
の
姿
を
写
10
したものと
思
われ
、
右胸
の
前
で
経巻
を
開
いている
姿
が
特徴的
で
ある
。
経
は
仏
や
聖者
の
言動
を
まとめ
神聖
なもので
、
当時
の
人々
にとっては
、
絶大
な
霊力
を
秘
めた
信仰
の
対象
でもあった
。
従
って
、
経巻
は
人間清盛
を
神聖
な
存在
に
する
偉大
な
装置
として
添
えられ
たのではないか
と
想
像
され
る
。
日本
の
国宝
と
重要文化財
に
指定
されている
肖像彫刻
の
来歴
を
整理
すると
、
こ
の
「
伝
・
平清盛
坐像
」
が
、
実在
の
人物
をモデルとした
最
も
古
い
彫
像
であることがわかる
。
前章
で
考察
したよう
に
、
新
しい
時代
の
信仰対象
となった
「
ヒトガミ
」
に
、
高僧
でもない
清盛
を
加
えるためには
、
経
巻
という
神聖化
の
装置
を
借
りな
ければならなかったのであ
ろう
。
終章
「
カ
ミ
」
を
創造
する
「
ヒト
」
近年
、
私
たちは
、
大震災
や
火山噴火
、
異常気象
による
災害
をはじめ
、
高齢化
や
少子化
、
さら
には
身近
な
人間関係
など
と
、
様々
な
「
不安
」
に
晒
され
ている
。
スティーヴン・ミズンは
、
進化心理学
の
立場
から
、
人間
は
他
の
動物
の
恐怖
から
逃
れるためや
食料
を
確保
するためには
、 「
大勢
だと
安心
」
という
社会的認知能力
として
、 「
カミ
」
を
創造
した
のだという
。
また
、
ジェシー・ベリングは
、「
無神論者
でさえ
、
絶望
の
淵
に
立
つと
神
にすがる
ことがある
。
しかしこれは
、
無神論者
もヒトの
脳
をもったひとりの
人間
だということを
示
し
ているにすぎない
」
と
、
信仰心
の
有無
にか
かわらず
、 「
カミ
」
は
、
人間固有
の
能力
だというの
である
。
「
不安
の
時代
」
は
、
日本
の
歴史
の
中
で
も
繰
り
返
し
出現
し
てきたが
、
なかでも
「
末法思想
」
が
広
く
浸透
し
た
平安末期
から
鎌倉時代
にかけて
の
時代
は
、
史上最大
の
「
不安
の
時代
」
であった
と
いえるだろう
。
第三章
では
、
功徳
を
積
んで
往生
を
願
う
清盛
と
、
腹心
でありながら
法然
を
善知識
として
、
新
た
な
浄土思想
に
来世
を
託
した
邦綱
が
相前後
して
死
んだこと
に
、
専修念仏
の
時代
の
幕開
けをみた
。
また
、
第一章
と
第二章
では
、
専修念仏
の
普及
によって
、
地獄
の
恐怖
が
薄
ら
ぐと
供養
までが
易行
化
され
るなど
、
真摯
でありながら
現金
なほど
柔軟
な
人々
に
、「
カミ
」
を
創造
する
「
ヒト
」
の
本
性
を
垣間見
たような
気
がする
。
本研究
は
、
中世
の
人々
の
「
カミ
」
信仰
の
実像
を
明
らかにする
試
みであったが
、
現代人
の
生
き
る
ヒント
を
模索
する
今後
の
研究
の
第一歩
と
して
位置
づける
ため
、
現代
における
「
カミ
」
を
取
り
巻
く
諸相
を
概観
した
。
11
